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 『昨年来てお話して頂いた「磁石の授業」大変好評だったので、今年もお願い出来ます

か？』担当の位田教諭からの依頼があったのは１月下旬でした。『昨年は３年生全員、１２

０人を同時に実施したので無理がありました。今年は２回に分けて６０人づつにしてはど

うでしょう。』こんな提案の後、日程が２月６日午後に決まりました。砂鉄や天然磁石を自

分の手で触ることが大切なのです。あまりに大勢になると、引っ込み思案の子や気の弱い

子供は、みんなの後ろで見ているだけで終わってしまいます。 
 持ち込んだ教材は、天然磁石・各地の砂鉄・浮いた地球儀・指南勺（地盤）・江戸時代の

製造方法で作った鉄（ケラとズク）・各地の鉄鉱石・強力な磁石（ネオジューム）などでし

た。はじめに自己紹介その後、教室の各所においた教材の簡単な説明をしました。１０人

ほどのグループに別れ、順番にそれぞれのモノを触ります。疑問が出ると『先生何でこう

なるの？？』先生ではない私に質問。わかることは答えますが、わからないことは『おっ

ちゃんも知らない、あなた調べてください。』そんな受け答えをしました。 
 ４５分の授業があっという間に済んでしまいます。『ハイ皆さん、お礼を言いましょう』、

『ありがとう！！』『ありがとう！！』。その後にも『あとの組が来るから早く出なさい。』

先生の催促にもなかなか動き出さず、砂鉄遊びや天然磁石に夢中になっている子供もいま

した。私は子供達に囲まれ楽しい１日が過ごせました。 
今年は夏休みまでに『鉄のふしぎ博物館』の開館を計画しています。 
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☆　大人も楽しめる『鉄のふしぎ博物館』　準備中ですが、
　　いつでも見学出来ますので、是非お立ち寄りください。


